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保安規定第６５条 

表６５－１１「重大事故等の収束に必要となる水の供給設備」 

６５－１１－１「重大事故等収束のための水源」 

 

運転上の制限等について 

 

１．保安規定記載内容の説明 

 

２．添付資料 

  添付－１ 運転上の制限に関する所要数，必要容量 

  （１）設置変更許可申請書 添付八（所要数，必要容量） 

  （２）設置変更許可申請書 添付八（設備仕様） 

 

  添付－２ 非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）の系列数の考え方 

  （１）サプレッションチェンバを水源とした非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）の系列数

の考え方について 
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保
安
規
定
 
第
６
５
条
 
条
文
 

記
載
の
説
明
 

備
考
 

（
２
）

確
認
事
項

項
 
目
 ⑦

 
頻

 
度
 

担
 
当
 

１
．
原
子
炉
の
状
態
が
運
転
，
起
動
，
高
温
停
止
，
冷
温
停
止
お
よ
び

燃
料
交
換

※
２
に
お
い
て
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
を

確
認
す
る
。
 

２
４
時
間
に
１
回
 

当
直
長
 

※
２
：
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

（
１
）
原
子
炉
水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
 

（
２
）
原
子
炉
内
か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合

（
３
）
要
求
さ
れ
る
措
置
 

適
用
さ
れ
る
 

原
子

炉
 

の
状

態
 

条
 
件
 ⑧

 
要
求
さ
れ
る
措
置
 ⑨

 
完
了
時
間
 

運
転
 

起
動
 

高
温
停
止
 

A.
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
槽
の
水
量
が

所
要
値
を
満
足
し

て
い
な
い
場
合

A1
.
当
直
長
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
水

位
が
第
４
６
条
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A2
.
当
直
長
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を

水
源
と
し
た
非
常
用
炉
心
冷
却
系
（
自
動
減

圧
系
を
除
く
）
３
系
列
を
起
動
し

,動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

※
３
。
 

お
よ
び
 

A3
.
課
長
（
原
子
炉
）
は
，
当
該
機
能
と
同
等
な

機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対
処
設
備

※
４
が

動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

お
よ
び
 

A4
.当

直
長
は
，
当
該
設
備
の
水
量
を
復
旧
す
る
。 

速
や
か
に
 

速
や
か
に
 

３
日
間
 

３
０
日
間
 

B.
条
件

A
で
要
求
さ

れ
る
措
置
を
完
了

時
間
内
に
達
成
で

き
な
い
場
合
 

B1
.当

直
長
は
，
高
温
停
止
に
す
る
。
 

お
よ
び
 

B2
.当

直
長
は
，
冷
温
停
止
に
す
る
。
 

２
４
時
間
 

３
６
時
間
 

温
停
止
お
よ
び
燃
料
交
換
（
原
子
炉
が
次
に
示
す
状
態
と
な
っ
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。（

１
）
原
子
炉

水
位
が
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
水
位
付
近
で
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
開
の
場
合
ま
た
は
（
２
）
原
子
炉
内

か
ら
全
燃
料
が
取
出
さ
れ
，
か
つ
プ
ー
ル
ゲ
ー
ト
が
閉
の
場
合
）
で
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン

プ
停
止
レ
ベ
ル
に
上
記
の
水
位
低
下
分
を
加
算
し
た
「

5
2
0ｍ

３
」
を
保
安
規
定
に
定
め
る
運
転
上
の
制

限
の
所
要
値
と
す
る
。（

添
付
－
１
）
 

⑦
適
用
さ
れ
る
原
子
炉
の
状
態
に
お
け
る
確
認
事
項
を
記
載
す
る
。
（
保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針

４
．
２
）

ａ
．
水
量
確
認
（
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
。）

確
認
頻
度
は
，
保
安
規
定
第
４
６
条
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
）
の
確
認
頻
度
が
「
２

４
時
間
に
１
回
」
で
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
，
そ
れ
を
準
用
し
た
対
応
と
す
る
。
 

⑧
運
転
上
の
制
限
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
の
条
件
を
記
載
す
る
。

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
が
所
要
量
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
を
条
件
と
し
て
記
載
す
る
。

⑨
要
求
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
記
載
す
る
。（

保
安
規
定
変
更
に
係
る
基
本
方
針
４
．
３
（
２
），
（
３
））

【
運
転
，
起
動
お
よ
び
高
温
停
止
】
 

A1
．
重
大
事
故
等
対
処
設
備
が
動
作
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
対
応
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
動
作
可
能

で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。「

設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
添
付
書
類
十
）」

技
術
的
能
力
で
は

「
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
し
た
対
応
」
に
対
し
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
“
機
能
喪
失

を
想
定
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
”
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
 

A2
．
A1
．
の
確
認
に
加
え
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
し
た
系
統
（
非
常
用
炉
心
冷
却
系
（
自
動

減
圧
系
を
除
く
））

が
動
作
可
能
で
あ
る
こ
と
を
“
速
や
か
に
”
確
認
す
る
。
 

非
常
用
炉
心
冷
却
系
（
自
動
減
圧
系
を
除
く
）
の
系
列
数
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
，
添
付
－
２
参
照
。
 

A3
．
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
量
が
所
要
値
を
満
足
し
て
い
な
い
場
合
に
は
，
大
量
送
水
車
を
用
い

た
外
部
か
ら
の
補
給
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
完
了
時
間
は
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が

動
作
可
能
で
あ
る
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
日
間
」
と
す
る
。
 

 
 
な
お
，
速
や
か
に
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
へ
補
給
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
，
大
量
送
水
車
を

設
置
す
る
等
の
補
完
措
置
が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
含
む
。
 

 移
送
に
つ
い
て
の
準
備
時
間
に
つ
い
て
は
６
５
－
１
１
－
３
（
海
水
移
送
設
備
）
参
照
。
 

A4
．
当
該
設
備
の
水
量
を
復
旧
す
る
。
完
了
時
間
は
当
該
機
能
と
同
等
な
機
能
を
持
つ
重
大
事
故
等
対

処
設
備
が
動
作
可
能
な
場
合
の
Ａ
Ｏ
Ｔ
上
限
の
「
３
０
日
間
」
と
す
る
。
 

B1
．，

B2
．
既
保
安
規
定
と
同
様
の
設
定
と
す
る
。
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8 5 64 

 

 

 

 

 

5.7.2.3  

1.1.7.2  

 

 

 



8 5 89 

5.7 1   

(1)

   

     1,230 m3 

   

(2)

9.1 1   

(3)

6.1.2 3  

(4)

     

(5)

 

4.3 1   

b  

 

 

168m3/h/ 0.85MPa[gage]  

120m3/h/ 1.4MPa[gage]  

 0.85MPa[gage] 1.4MPa[gage]  



サプレッションチェンバを水源とした非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）の 

系列数の考え方について 

 

低圧原子炉代替注水槽の水量が所要値を満足していない場合の要求される措置として、

対応する設計基準事故対処設備であるサプレッションチェンバの水位確認に加え、サプレ

ッションチェンバを水源とした「非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）３系列」が動作可

能であることを速やかに確認することとしている。 

非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）の系列数「３系列」は、LOCA時の原子炉水位回復

に必要な流量を踏まえ設定しているが、その考え方は以下のとおりである。 

 

【非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）の系列数の考え方】 

非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）の再冠水時の容量設定にあたっては、再循環配管

の大破断 LOCA 時を想定し、低圧注水系３系列の注水により燃料被覆管温度 1,200℃以下を

満足し再冠水できることを設計方針とし、再循環配管の大破断 LOCA時に低圧注水系３系列

で原子炉水位回復に必要な注水流量として 14,600GPM 必要であることを踏まえ、低圧注水

系１系列あたりの注水流量を安全側に 5,000GPM（1,136m3/h）以上となるよう設計している。 

また、高圧炉心スプレイ系および低圧炉心スプレイ系においても低圧注水系１系列分と

同じ再冠水能力を有するよう設計がなされている。 

以上より、非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）のうち３系列が動作可能であれば LOCA

時の原子炉水位回復が可能であることから、要求される措置として確認するサプレッショ

ンチェンバを水源とした非常用炉心冷却系（自動減圧系を除く）の系列数を「３系列」とし

ている。 
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